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狐
と
堅
牢
地
神
（45）1224
一
、
は
じ
め
に
　
『
注
好
選
』
東
寺
観
智
院
本
の
下
巻
第
三
十
三
話
「
狐
ハ
仮w
虎
威q
」
と
、『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
巻
五
第
二
十
一
話
「
天
竺
ノ
狐
借w
虎
威q
被p
責
発w
菩
提
心q
語
」
は
同
文
的
同
話
で
あ
り
、
大
筋
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
虎
の
威
を
借
り
て
獣
た
ち
を
脅
し
て
い
た
狐
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
虎
に
追
わ
れ
、
逃
げ
る
う
ち
に
穴
に
落
ち
、
無
常
を
観
じ
て
菩
提
心
を
発
す
。
す
る
と
大
地
が
六
種
に
震
動
し
、
天
界
も
動
揺
す
る
。
文
殊
菩
薩
と
帝
釈
天
が
仙
人
の
姿
で
現
れ
、
発
心
の
こ
と
を
説
く
よ
う
狐
に
求
め
る
。
狐
は
ま
ず
自
分
を
助
け
る
よ
う
求
め
、
仙
人
は
そ
れ
に
応
じ
る
。
と
こ
ろ
が
助
け
ら
れ
た
狐
は
菩
提
心
を
忘
れ
、
そ
の
ま
ま
法
を
説
か
ず
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
す
る
と
仙
人
は
「
降
魔
の
相
」
と
な
り
狐
を
責
め
る
。
狐
が
一
部
始
終
を
打
ち
明
け
る
と
、
仙
人
は
慈
悲
の
心
を
発
し
て
狐
を
讃
え
、
釈
迦
仏
の
世
に
菩
薩
と
な
っ
て
弁
才
天
と
堅
牢
地
神
と
い
う
二
つ
の
名
を
得
る
だ
ろ
う
と
授
記
し
て
消
え
る
。
そ
の
と
き
の
仙
人
は
文
殊
で
あ
り
、
狐
は
堅
牢
地
神
で
あ
る
。
こ
の
菩
薩
は
高
さ
千
丈
に
し
て
九
億
四
千
の
鬼
神
を
伴
い
、
八
つ
の
手
を
持
ち
、
一
切
衆
生
に
五
穀
を
与
え
る
。
一
念
の
菩
提
心
は
不
可
思
議
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
説
話
の
標
題
に
掲
げ
ら
れ
た
〈
狐
仮
虎
威
）
1
（
〉
は
、
他
人
の
威
光
を
笠
に
着
る
こ
と
の
譬
え
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
諺
で
あ
り
、『
戦
国
策
』
楚
策
で
江
乙
が
持
ち
出
し
た
譬
喩
（
後
掲
③
）
に
由
来
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
説
話
は
、
狐
が
虎
の
威
を
借
り
て
獣
た
ち
を
脅
す
と
こ
ろ
ま
で
は
『
戦
国
策
』
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
先
で
は
『
戦
国
策
』
に
な
い
話
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
説
話
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
早
く
芳
賀
矢
一
が
『
今
昔
』
の
出
典
考
証
に
お
い
て
、
野
干
が
獅
子
に
追
わ
れ
て
穴
に
落
ち
、
帝
釈
天
に
法
を
説
く
『
諸
経
要
集
』
の
話
を
類
話
と
し
て
取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
『
未
曾
有
因
縁
経
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
）
2
（
。
芳
賀
の
研
究
を
踏
ま
え
た
南
方
熊
楠
も
、
出
典
を
未
詳
と
し
、「
江
乙
の
語
に
よ
っ
て
志
那
で
作
ら
れ
た
も
の
か
と
思
う
」
と
す
る
）
3
（
。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
に
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
狐
と
堅
牢
地
神
│
│ 
日
本
に
お
け
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
の
受
容
と
『
摂
寿
経
』 │
│
田
　
中
　
亜
　
美
1223（46）
が
発
見
さ
れ
、
存
在
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
下
巻
の
本
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
下
巻
第
三
十
三
話
の
存
在
と
、
そ
れ
が
『
摂
寿
経
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
後
の
研
究
に
お
い
て
当
該
話
は
、『
注
好
選
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
関
係
を
探
る
た
め
の
比
較
材
料
と
し
て
、取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
）
4
（
。筆
者
は
、『
摂
寿
経
』
の
佚
文
が
『
白
宝
抄
』『
白
宝
口
抄
』
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
八
臂
弁
才
天
と
の
関
連
が
窺
え
る
四
臂
堅
牢
地
神
の
図
や
説
が
、『
伝
受
集
』・『
覚
禅
鈔
』・『
阿
娑
縛
鈔
』
な
ど
の
資
料
に
見
え
る
こ
と
を
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
）
5
（
。
　
小
稿
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
日
本
に
お
け
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
受
容
の
一
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。『
戦
国
策
』
に
由
来
す
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
と
、『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
野
干
と
獅
子
の
説
話
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
結
び
つ
き
、『
注
好
選
』
の
説
話
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
狐
は
な
ぜ
堅
牢
地
神
＝
弁
才
天
と
な
る
の
か
。
出
典
と
さ
れ
る
『
摂
寿
経
』
は
、
ど
の
よ
う
な
経
典
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
、
ま
ず
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
と
『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
受
容
を
確
認
し
、
二
者
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、『
摂
寿
経
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
佚
文
を
手
掛
か
り
に
考
察
す
る
。
最
後
に
、
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
の
同
体
説
と
、
そ
の
姿
を
八
臂
と
す
る
説
が
形
成
さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
二
、〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
と
『
未
曾
有
因
縁
経
』
　
ま
ず
、
前
節
で
示
し
た
、『
注
好
選
』
お
よ
び
『
今
昔
』
の
該
当
話
原
文
を
以
下
に
掲
げ
る
（
原
文
中
の
傍
線
・
記
号
等
は
私
に
附
し
た
。
以
下
同
じ
）。
①
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
下
巻
「
狐
仮
虎
威
第
卅
三
」
ⅰ
摂
寿
経
云
、
乃
往
過
去
宝
幢
仏
時
有p
国
、
名w
出
婆
国z
有p
山
、
名w
祐
咤
山z
其
山
有w
一
狐a
名w
地
徳z 
仮w
虎
威a
一
切
禽
獣
令w
怖
畏z
時
彼
山
住w
一
虎z
漸
聞w
此
事a
到w
狐
所q
責
云
。
即
狐
係w
天
地
神
誓q
云
。
求w
方
計q
走
□
不
意
落
入w
一
穴
井q
可p
昇
無p
方
。
即
於w
水
底q
乍
伏
観w
世
間
不
平q
発w
菩
提
心z
昔
薩
埵
王
子
、
身
施p
虎
成
道
。
我
又
必
尓
矣
。
尓
時
大
地
六
種
震
動
、
乃
帝
尺
宮
并
六
欲
天
一
〻
動
。
即
文
殊
与w
帝
尺q
化w
仙
人
形a
至w
彼
穴
井
本q
問
云
、
汝
作w
何
観
行z
時
狐
云
、
若
欲p
知w
此
事a
先
我
引
上
。
其
後
可p
云
。
時
引w
上
之a
早
説
責
。
狐
不p
説
欲p
逃
。
仍
仙
人
成w
降
魔
相a
以w
釼
鉾q
責p
之
。
即
説w
上
事z
今
仙
人
以w
慈
悲q
授
記
云
、
汝
命
終
後
、
尺
迦
世
成w
菩
薩q
得w
二
名z
一
云w
大
弁
才
天a
二
名w
堅
牢
地
神z
□
八
万
四
千
鬼
神
為w
士
卒a
一
切
衆
生
与p
福
。
授
記
了
忽
隠
。
尓
時
仙
人
文
殊
是
也
。
狐
者
堅
牢
地
神
是
也
。
此
菩
薩
、
高
千
丈
九
億
四
千
鬼
神
以
為p
伴
。
有w
八
手z
二
手
合
掌
、
六
手
印
鎰
・
鎌
・
鍬
・
鉏
等
持
。
一
切
衆
生
五
穀
作
与
者
也
。
仍
一
念
菩
提
心
不
可
思
議
也
。
狐
と
堅
牢
地
神
（47）1222
②
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
「
天
竺
ノ
狐
、
借
虎
威
被
責
発
菩
提
心
語
第
廾
一
」
今
昔
、
ⅱ
天
竺
ニ
一
ノ
国
有
リ
、
一
ノ
山
有
リ
。
其
ノ
山
ニ
一
ノ
狐
住
ム
、
亦
、
一
ノ
虎
住
ム
。
此
ノ
狐
、
彼
ノ
虎
ノ
威
ヲ
借
テ
諸
ノ
獣
ヲ
恐
シ
ケ
リ
。
虎
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
狐
ノ
所
ニ
行
テ
責
テ
云
ク
、
汝
ヂ
何
ゾ
威
ヲ
借
テ
諸
ノ
獣
ヲ
恐
セ
ル
ゾ
ト
。
狐
、
天
地
ノ
神
ヲ
懸
テ
諍
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
虎
、
更
ニ
不
信
ズ
。
狐
術
无
ク
テ
逃
テ
去
ナ
ム
ト
思
テ
、
走
リ
逃
ル
程
ニ
、
不
意
ニ
穴
井
ノ
有
ケ
ル
ニ
落
入
ヌ
。
其
ノ
井
深
ク
シ
テ
可
登
キ
様
无
ク
テ
、
井
ノ
底
ニ
臥
フ
シ
乍
ラ
、
世
間
ノ
无
常
ヲ
観
ジ
テ
一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
発
ス
、
昔
ノ
薩
埵
王
子
ハ
虎
ニ
身
ヲ
施
シ
テ
菩
提
心
ヲ
発
セ
リ
。
我
レ
、
今
亦
、
如
然
キ
也
ト
。
其
ノ
時
ニ
大
地
ニ
六
種
ニ
震
動
ス
、
六
欲
天
皆
動
ズ
。
此
ニ
依
テ
文
殊
・
天
帝
尺
、
共
ニ
仙
人
ノ
形
ト
成
テ
、
穴
井
ノ
許
ニ
至
給
テ
狐
ニ
問
テ
云
ク
、
汝
ヂ
何
ナ
ル
心
ヲ
発
コ
シ
、
何
ナ
ル
願
ヲ
成
セ
ル
ゾ
ト
。
狐
、
答
テ
云
ク
、
若
シ
我
ガ
思
フ
所
ノ
事
ヲ
知
ラ
ム
ト
思
ハ
ヾ
、
先
ズ
我
ヲ
引
上
ゲ
ヨ
。
其
後
ニ
可
云
シ
ト
云
フ
時
ニ
、
云
フ
ニ
随
テ
引
上
ゲ
ツ
。
其
ノ
後
、
早
ク
云
ヘ
ト
責
ル
ニ
、
狐
登
ニ
ケ
レ
バ
菩
提
心
ヲ
忽
ニ
忘
テ
、
不
云
ズ
シ
テ
逃
ナ
ム
ト
思
フ
心
付
ヌ
。
其
ノ
心
ヲ
見
テ
、
仙
人
、
忽
ニ
降
魔
ノ
相
ニ
成
テ
釼
・
鉾
ヲ
以
テ
責
ル
ニ
、
狐
、
上
件
ノ
事
ヲ
語
ル
。
仙
人
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
慈
悲
ノ
心
ヲ
発
シ
テ
狐
ヲ
讃
テ
云
ク
、
汝
ヂ
、
一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
発
セ
ル
ニ
依
テ
命
終
シ
テ
後
、
釈
迦
仏
ノ
御
世
ニ
菩
薩
ト
成
テ
二
ノ
名
ヲ
可
得
シ
。
一
ハ
大
弁
才
天
ト
云
ヒ
、
二
ハ
堅
牢
地
神
ト
可
云
シ
。
八
万
四
千
ノ
鬼
神
ヲ
仕
率
ト
シ
テ
一
切
衆
生
ニ
福
ヲ
授
ク
ベ
シ
ト
云
テ
、
掻
消
ツ
様
ニ
失
ヌ
。
其
ノ
時
ノ
仙
人
ト
云
ハ
、
今
ノ
文
殊
、
此
レ
也
。
其
ノ
時
ノ
狐
ト
云
ハ
、
今
ノ
堅
牢
地
神
、
此
レ
也
。
此
ノ
菩
薩
ハ
身
ノ
長
ハ
千
丈
也
。
八
ノ
手
有
リ
、
二
ハ
合
掌
シ
タ
リ
、
六
ハ
鎰
・
鋤
・
鎌
・
鉏
等
ヲ
取
テ
、
一
切
衆
生
ニ
五
穀
ヲ
令
造
テ
福
ヲ
与
フ
ル
也
。
九
億
四
千
ノ
鬼
神
ヲ
仕
ヘ
リ
。
然
レ
バ
、
一
念
ノ
菩
提
心
、
不
可
思
議
也
。
ⅲ
世
間
ニ
狐
ハ
虎
ノ
威
ヲ
借
ト
云
フ
事
ハ
此
レ
ヲ
云
フ
ト
ゾ
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
①
②
は
同
文
的
同
話
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
相
違
が
あ
り
、『
注
好
選
』
と
『
今
昔
』
と
の
関
係
性
を
論
じ
る
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
①
（
傍
線
部
ⅰ
）
は
冒
頭
に
「
摂
寿
経
云
」
と
出
典
を
明
示
し
、「
宝
幢
仏
ノ
時
」
に
「
出
婆
国
」
の
「
祐
咤
山
」
に
い
た
「
地
徳
」
と
い
う
狐
の
話
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
（
傍
線
部
ⅱ
）
で
は
出
典
が
記
さ
れ
ず
、
地
名
や
狐
の
名
と
い
っ
た
固
有
名
詞
も
な
い
）
6
（
。
ま
た
、
②
（
傍
線
部
ⅲ
）
は
話
末
に
教
訓
を
付
す
）
7
（
。
本
稿
で
は
、
①
『
注
好
選
』
に
沿
っ
て
論
を
進
め
る
。
　
ま
ず
、〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
い
。
③
『
戦
国
策
』
楚
策
荊
宣
王
問w
群
臣q
曰
、
吾
聞e
北
方
之
畏w
昭
奚
恤q
也
、
果
誠
何
如
。
群
臣
莫p
対
。
江
一
対
曰
、
虎
求w
百
獣q
而
食p
之
、
得p
狐
。
狐
曰
、
子
無w
敢
食o
我
也
。
天
帝
使e
我
長w
百
獣a
今
子
食p
我
、
是
逆w
天
帝
命q
也
。
子
以p
我
為w
不
信a
吾
為p
子
先
行
、
子
随w
我
後q
観
。
百
獣
之
見p
我
而
敢
不p
走
乎
。
虎
以
為p
然
、
故
遂
与p
之
行
。
獣
見p
之
皆
走
。
虎
不p
知w
獣
畏p
己
而
走q
也
、
以
為p
畏p
狐
也
。
今
王
之
地
方
五
千
里
、
帯
甲
百
万
、
而
専w
属
之
昭
奚
恤z
故
北
方
之
畏w
奚
恤q
也
、
其
実
畏w
王
之
甲
兵q
也
、
猶w
百
獣
之
畏o
虎
也
。
1221（48）
荊
（
楚
）
の
宣
王
が
、
自
国
の
宰
相
で
あ
る
昭
奚
恤
を
北
方
諸
国
が
恐
れ
て
い
る
の
は
本
当
か
と
群
臣
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
江
乙
が
言
う
に
は
、
虎
の
前
を
歩
く
狐
が
獣
た
ち
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
際
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
虎
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
奚
恤
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
、
実
際
に
は
宣
王
の
軍
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
④
沈
約
『
宋
書
』
恩
幸
伝
序
人
主
謂
、
其
身
卑
位
薄
、
以
為
権
不p
得p
重
。
曽
不p
知
鼠
憑p
社
貴
、
狐
藉w
虎
威z
こ
れ
は
③
を
踏
ま
え
た
一
節
で
あ
る
。
天
子
は
、
臣
下
た
ち
の
身
分
が
卑
し
く
位
も
低
い
た
め
に
、
彼
ら
が
実
権
を
得
る
と
は
考
え
な
い
。
社
に
棲
み
つ
く
鼠
が
尊
ば
れ
）
8
（
、
狐
が
虎
の
威
を
借
り
る
こ
と
な
ど
知
ら
な
い
の
で
あ
る
と
、
権
威
を
笠
に
着
て
恣
に
振
る
舞
う
こ
と
を
喩
え
る
。
こ
れ
は
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
、
『
芸
文
類
聚
』
人
部
・
恩
寵
に
も
引
か
れ
る
た
め
、
日
本
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
『
庾
子
山
集
』
巻
一
「
哀
二
江
南
一
賦
」
或
以
隼
翼
鷃
披
、
虎
威
狐
仮
、
沾w
漬
鋒
鏑a
脂w
膏
原
野z
梁
の
庾
信
「
哀w
江
南q
賦
」
に
は
「
狐
仮
」
と
「
虎
威
」
の
表
現
が
見
え
る
。
⑥
子
璿
『
金
剛
経
纂
要
刊
定
記
』
巻
二
然
階
聖
果
切
在w
修
心a
不p
如p
説p
行
事p
仏
何
益
。
狐
仮w
虎
威q
宜w
其
止
絶z
斯
意
甚
妙
詳
而
警p
之
。
時
代
は
降
り
、
宋
の
子
璿
に
よ
る
、
一
〇
二
四
年
成
立
の
『
金
剛
経
纂
要
刊
定
記
』
に
は
「
狐
仮
虎
威
」
の
語
が
見
え
る
。
　
つ
い
で
、
日
本
に
お
け
る
受
容
例
を
見
て
み
よ
う
。
⑦
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
第
三
十
五
「
仮
二
官
勢
一
非
理
為
レ
政
得
二
悪
法
一
縁
」
嗚
呼
鄙
哉
、
古
丸
。
用i
于
狐
借w
虎
皮q
之
勢h 
非
理
為p
政
、
受w
悪
報q
者
。
　
あ
る
者
が
死
ん
で
閻
魔
国
に
行
っ
た
も
の
の
、
本
来
の
死
期
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
現
世
に
帰
さ
れ
る
。
そ
の
途
中
、
生
前
の
悪
行
に
よ
っ
て
苦
し
む
罪
人
の
物
部
古
丸
か
ら
、
抜
苦
の
た
め
に
『
法
華
経
』
を
写
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
。
⑦
は
そ
の
末
尾
の
一
節
で
あ
る
。
傍
線
部
「
狐
の
虎
の
皮
を
借
り
る
の
勢
を
用
て
」
は
、「
虎
威
」
で
は
な
く
「
虎
皮
」
と
す
る
が
、
官
職
に
よ
る
権
威
を
笠
に
着
て
非
道
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
⑧
藤
原
実
資
『
小
右
記
』
治
安
四
年
（
一
〇
二
四
）
正
月
一
七
日
国
行
在w
関
白
第a
為
賢
在w
東
宮
大
夫
家q
云
々
。
狐
仮w
虎
威q
近
代
事
也
。
こ
こ
に
は
⑥
同
様
、
狐
仮
虎
威
の
語
が
見
え
る
。
⑨
『
金
言
類
聚
抄
』
巻
二
十
三
・
獣
類
部
・
狐
（
前
欠
）
行
カ
ン
、
子
我
後
ニ
随
テ
ミ
ヨ
。
百
獣
之
見p
テ
我
不p
ラ
ン
走
乎
。
虎
以
為p
然
、
遂
ニ
ト
モ
ニ
行
ク
。
獣
見p
之
テ
皆
走
ル
。
虎
不p
知w
獣
之
畏o
ヲ
己
ニ
而
テ
、
以
為p
ヘ
リ
畏p
狐
也
。
『
注
好
選
』
と
同
時
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
金
言
類
聚
抄
』
の
目
録
に
は
「
狐
仮w
虎
威q
事
」
が
あ
る
。
こ
の
条
の
本
文
は
大
部
分
を
欠
損
し
、
残
存
す
る
の
は
末
尾
の
み
で
あ
る
。
残
っ
た
文
（
⑨
）
を
見
る
限
り
、
③
の
内
容
狐
と
堅
牢
地
神
（49）1220
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
③
『
戦
国
策
』
に
由
来
す
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
の
内
容
は
、
早
い
時
期
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
狐
仮
虎
威
」
の
語
句
が
確
認
で
き
た
の
は
、
管
見
の
限
り
、
中
国
・
日
本
と
も
に
一
一
世
紀
以
降
の
用
例
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
六
世
紀
の
⑤
に
「
虎
威
狐
仮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
狐
仮
虎
威
」
の
語
句
も
実
際
に
は
一
一
世
紀
以
前
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
　
次
に
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
芳
賀
矢
一
が
類
話
と
し
て
挙
げ
た
『
諸
経
要
集
』
の
出
典
で
あ
る
、『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
説
話
を
確
認
し
た
い
。
⑩
『
未
曾
有
因
縁
経
』
巻
上
仏
言
、
憶w
念
過
去
無
数
劫
時a
毘
摩
大
国
、
徒
陀
山
中
、
有w
一
野
干z
有w
師
子
王q
追
逐
欲p
食
。
野
干
惶
怖
奔
走
、
堕w
一
丘
井a
不p
能p
得p
出
。
経w
於
三
日a
開
心
分
死
、
而
説p
偈
言
、
禍
哉
今
日
苦
所p
逼　
便
当p
没w
命
於
丘
井q
一
切
万
物
皆
無
常　
恨
不e
以p
身
餧w
師
子q
嗚
呼
奈
何
罪
厄
身　
貪w
惜
躯
命q
無p
功
死
無p
功
而
死
尚
可p
恨　
況
復
臭
身
汚w
人
水q
南
無
懺w
悔
十
方
仏q　
表
知w
我
心q
浄
無
已
前
世
所p
造
三
業
罪　
願
於w
今
身q
償
令p
畢
衆
罪
畢
了
三
業
浄　
其
心
不
動
念w
真
実q
従p
是
世
世
遭w
明
師q　
如p
法
修
行
速
成
仏
時
天
帝
釈
聞w
仏
名q　
粛
然
毛
竪
念w
古
仏q
自
惟i
孤
露
無w
師
導q　
耽w
著
五
欲q
自
沈
没y
不p
能p
得p
出w
恩
愛
獄q　
思
惟
感
切
目
下p
涙
即
与w
諸
天
八
万
衆q　
飛
下
詣p
井
欲w
問
訊q
乃
見i
野
干
在w
井
底q　
両
手
攀p
土
不t
能p
出
天
帝
復
自
思
念
言　
聖
人
応
現
無w
方
術q
今
我
雖p
見w
野
干
形q　
斯
必
菩
薩
非w
凡
器q
今
当i
請
問
除w
我
疑q　
并
令u
諸
天
得t
聞p
法
…
…
こ
の
話
は
、
芳
賀
が
示
し
た
『
諸
経
要
集
』
以
前
に
、
梁
・
宝
唱
の
⑪
『
経
律
異
相
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
⑪
『
経
律
異
相
』
巻
二
・
欲
色
天
人
天
部
下
「
帝
釈
従
二
野
干
一
受
二
戒
法
一
」
昔
比
摩
国
徒
陀
山
有w
一
野
干z
為w
師
子q
所p
逐
堕w
一
丘
野
井z
已
経w
三
日q
開
心
分
死
、
自
説p
偈
言
、
一
切
皆
無
常　
恨
不p
飯w
師
子q
奈
何
罪
厄
身　
貪p
命
無p
功
死
無p
功
已
可p
恨　
復
汚
人
中
水
懺
悔
十
方
仏　
願
垂p
照w
我
心q
前
世
諸
悪
業　
現
償
皆
令p
尽
従p
是
値w
明
師q　
修
行
尽
作p
仏
帝
釈
聞p
之
、
与w
八
万
諸
天q
追w
尋
所
在q
飛
到w
井
側a
曰
不p
聞w
聖
教q
久
幽
冥
無w
導
師a
向
説
非
凡
語
願
為
宣w
法
教z
答
曰
、
天
帝
無w
教
訓a
大
不p
識w
時
宜z
法
師
在p
下
自
処p
上
。
初
不w
修
敬a
而
問w
法
要z
帝
釈
垂w
天
衣q
接w
取
野
干q
叩
頭
懺
悔
。
天
帝
言
曰
。
憶
念
我
昔
曾
1219（50）
見w
世
人q
欲p
聞w
正
法a
先
敷w
高
坐q
荘
飾
清
浄
後
請w
法
師z
諸
天
即
各
脱w
天
宝
衣q
積
為w
高
座z
野
干
昇p
座
曰
。
有w
二
大
因
縁z
一
者
説
法
開w
化
天
人q
福
無
量
故
。
二
者
為w
報
施
食
恩q
故
豈
得p
不p
説
。
　
⑩
及
び
⑪
の
話
の
概
略
は
、
毘
摩
国
の
徒
陀
山
に
住
む
野
干
、
即
ち
後
の
釈
尊
が
、
獅
子
に
追
わ
れ
て
穴
に
落
ち
て
し
ま
う
。
野
干
は
穴
の
中
で
無
常
を
思
い
、
身
命
を
惜
し
ん
だ
こ
と
を
悔
い
て
発
心
す
る
。
帝
釈
天
が
こ
れ
を
知
り
、
諸
天
を
率
い
て
野
干
に
説
法
を
請
う
。
野
干
は
穴
か
ら
助
け
出
さ
れ
、
諸
天
が
脱
い
だ
天
衣
を
重
ね
た
高
座
で
法
を
説
く
。
そ
の
七
日
後
に
野
干
は
命
終
し
、
兜
率
天
に
生
ま
れ
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
巻
四
下
に
も
「
雪
山
従p
鬼
請p
偈
、
天
帝
拝p
畜
為p
師
」
と
あ
り
、
こ
の
説
話
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
日
本
で
は
、
時
代
は
降
る
が
、
道
元
『
正
法
眼
蔵
』
巻
八
十
八
、
凝
然
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
巻
四
十
一
）
9
（
、『
沙
石
集
』
巻
七
「
師
に
礼
有
る
事
）
10
（
」
等
に
こ
の
話
が
引
か
れ
る
。
　
以
上
、
③
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
と
、
⑩
『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
野
干
説
話
と
が
、
日
本
で
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
①
『
注
好
選
』
の
、
狐
が
虎
に
追
わ
れ
て
穴
に
落
ち
、
発
心
し
て
帝
釈
天
に
説
法
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
展
開
は
、
⑩
『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
野
干
説
話
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
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（
。
　
こ
こ
で
、
⑩
と
①
と
の
相
違
点
を
表
に
し
て
挙
げ
て
み
た
い
。
内
容
に
お
け
る
特
徴
的
な
違
い
を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
六
項
目
と
し
て
示
す
。
Ａ　
主
人
公
は
⑩
で
は
野
干
、
①
で
は
狐
と
な
っ
て
い
る
。
標
題
を
「
狐
ハ
仮w
虎
威q
」
と
し
、〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
と
し
て
語
る
以
上
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
な
お
、
日
本
で
は
「
野
干
」
の
語
を
狐
の
異
名
と
し
て
用
い
る
例
が
多
い
。
た
と
え
ば
『
日
本
霊
異
記
』
巻
上
第
二
「
狐
為p
妻
令p
生p
子
縁
」
で
、
狐
が
変
じ
た
女
性
が
犬
に
吠
え
ら
れ
て
正
体
を
表
す
と
こ
ろ
を
「
成w
野
干q
登w
籠
上q
而
居
」
と
述
べ
る
。
ま
た
『
今
昔
』
巻
十
四
第
五
話
「
為p
救w
野
干
死q
写w
法
花q
人
」
は
、
表
題
で
「
野
干
」
と
す
る
も
、
本
文
で
は
「
狐
」
の
語
を
用
い
る
。
表　
⑩
『
未
曾
有
因
縁
経
』・
①
『
注
好
選
』
下
‐
三
三
の
比
較
⑩
『
未
曾
有
因
縁
経
』
①
『
注
好
選
』
Ａ
主
人
公
野
干
狐
Ｂ
追
う
存
在
獅
子
虎
Ｃ
追
う
理
由
食
べ
る
た
め
か
狐
が
虎
の
威
を
借
り
て
獣
た
ち
を
脅
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
Ｄ
助
け
る
存
在
帝
釈
天
文
殊
菩
薩
と
帝
釈
天
（
仙
人
の
姿
で
現
れ
る
）
Ｅ
助
け
ら
れ
た
狐
（
野
干
）
の
行
動
天
人
た
ち
が
重
ね
た
衣
を
高
座
と
し
て
法
を
説
く
菩
提
心
を
忘
れ
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
よ
う
と
し
て
降
魔
の
相
の
仙
人
に
責
め
ら
れ
る
Ｆ
そ
の
後
野
干
は
七
日
後
に
命
終
し
、
兜
率
天
に
生
ま
れ
る
。
野
干
は
今
の
釈
尊
、
帝
釈
天
は
今
の
舎
利
弗
狐
は
釈
迦
仏
の
世
に
菩
薩
と
な
り
、
堅
牢
地
神
と
大
弁
才
天
の
二
つ
の
名
を
得
る
と
さ
れ
る
（
仙
人
に
よ
る
授
記
）。
そ
の
時
の
仙
人
は
文
殊
菩
薩
、
狐
は
堅
牢
地
神
狐
と
堅
牢
地
神
（51）1218
Ｂ　
野
干
（
狐
）
を
追
う
の
は
、
⑩
で
は
獅
子
で
あ
る
が
、
①
で
は
虎
で
あ
る
。
こ
れ
も
Ａ
同
様
、〈
狐
仮
虎
威
〉
の
話
と
す
る
た
め
、
虎
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ　
⑩
で
は
、
獅
子
に
食
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
野
干
が
悔
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
獅
子
は
野
干
を
食
お
う
と
し
て
追
い
か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
①
で
は
、
狐
が
虎
の
威
を
借
り
て
獣
た
ち
を
脅
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、
虎
が
狐
を
追
い
か
け
る
。
こ
の
部
分
は
、
③
『
戦
国
策
』
由
来
の
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ　
①
で
は
、
⑩
に
出
て
こ
な
い
文
殊
菩
薩
が
帝
釈
天
と
共
に
や
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
話
末
で
は
「
尓
時
仙
人
文
殊
是
也
」
と
、
文
殊
に
の
み
言
及
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
文
殊
菩
薩
を
登
場
さ
せ
た
可
能
性
が
窺
え
る
が
）
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（
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
改
め
て
論
じ
た
い
）
13
（
。
Ｅ　
助
け
出
さ
れ
た
後
の
狐
の
行
動
に
、
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
⑩
で
は
、
野
干
は
帝
釈
天
の
望
み
通
り
法
を
説
く
が
、
①
で
は
、
狐
が
説
法
を
せ
ず
に
逃
げ
よ
う
と
し
て
仙
人
即
ち
帝
釈
・
文
殊
に
責
め
ら
れ
る
。
⑩
で
は
畜
生
で
あ
る
野
干
が
帝
釈
天
の
師
に
な
る
と
い
う
点
に
意
外
性
が
あ
る
が
、
①
で
は
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
な
ど
に
も
通
じ
る
、
狡
賢
い
動
物
と
し
て
の
狐
が
描
か
れ
る
。
Ｆ　
⑩
で
野
干
は
兜
率
天
に
転
生
し
、
さ
ら
に
現
在
の
釈
迦
と
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
①
で
も
後
生
の
こ
と
を
説
く
が
、
⑩
と
全
く
異
な
り
、
狐
は
堅
牢
地
神
お
よ
び
弁
才
天
と
な
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
①
は
、
大
筋
で
は
『
未
曾
有
因
縁
経
』
を
利
用
し
つ
つ
、
主
人
公
や
そ
れ
を
追
う
存
在
、
追
わ
れ
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、〈
狐
仮
虎
威
〉
の
話
と
す
る
た
め
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
野
干
と
獅
子
の
話
を
、〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
と
し
て
語
り
直
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
①
で
狐
が
助
け
ら
れ
た
後
の
展
開
に
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
①
が
出
典
と
す
る
『
摂
寿
経
』
と
は
ど
の
よ
う
な
経
典
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
三
、『
注
好
選
』
と
『
摂
寿
経
』
　
『
摂
寿
経
』
は
、
管
見
の
限
り
諸
種
の
経
録
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
先
行
研
究
で
も
、
一
種
の
擬
経
）
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（
で
あ
る
こ
と
は
推
測
さ
れ
て
い
た
）
15
（
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
の
奥
書
の
あ
る
澄
円
『
白
宝
抄
』（『
雑
集
』
と
も
呼
ば
れ
る
）
地
天
法
雑
集
、
ま
た
亮
禅
（
一
二
五
八
〜
一
三
四
一
）
に
よ
る
『
白
宝
口
抄
』
地
天
法
に
は
、『
摂
寿
経
』
の
経
名
と
、
そ
の
佚
文
と
み
ら
れ
る
も
の
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
別
稿
）
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（
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
⑫
『
白
宝
口
抄
』
地
天
法
摂
寿
経
云
、
ａ
於w
大
地
之
中a
大
黄
龍
王
者
堅
牢
地
神
也
﹇
文
﹈
…
…
摂
寿
経
云
、
ｂ
地
徳
狐
者
、
堅
牢
地
神
是
也
。
此
菩
薩
体
高
千
丈
、
以w
九
億
四
千
鬼
神q
為w
眷
属z
此
菩
薩
以w
八
手q
随w
一
切
衆
生
願q
与w
福
徳q
﹇
文
﹈。
『
白
宝
抄
』『
白
宝
口
抄
』
の
該
当
部
分
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
1217（52）
『
白
宝
口
抄
』
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
し
た
）
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（
。
堅
牢
地
神
は
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
身
の
丈
は
千
丈
、
九
億
四
千
の
鬼
神
を
眷
属
と
し
て
、
八
つ
の
手
で
衆
生
に
福
徳
を
与
え
る
と
い
う
ｂ
の
記
述
は
、
①
の
、
狐
者
堅
牢
地
神
是
也
。
此
菩
薩
、
高
千
丈
九
億
四
千
鬼
神
以
為p
伴
。
有w
八
手z
二
手
合
掌
、
六
手
印
鎰
・
鎌
・
鍬
・
鉏
等
持
。
一
切
衆
生
五
穀
作
与
者
也
。
と
い
う
記
述
と
よ
く
合
致
す
る
。①
は
、「
宝
幢
仏
」
の
時
の
「
出
婆
国
」
の
「
祐
咤
山
」
に
住
む
「
地
徳
」
と
い
う
狐
の
話
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
ｂ
の
「
地
徳
狐
」
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
佚
文
か
ら
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
①
の
記
す
時
代
・
地
名
な
ど
の
固
有
名
も
『
摂
寿
経
』
か
ら
と
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
も
あ
れ
①
が
、
実
際
に
『
摂
寿
経
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
は
、
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
『
摂
寿
経
』
と
は
ど
の
よ
う
な
経
典
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
、
①
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
内
容
を
語
る
、
佚
文
ａ
に
着
目
し
た
い
。
大
地
の
中
に
お
い
て
、「
大
黄
龍
王
」
は
堅
牢
地
神
で
あ
る
と
い
う
。「
大
黄
龍
王
」
は
中
国
の
五
行
思
想
に
由
来
す
る
名
称
と
考
え
ら
れ
る
が
、
堅
牢
地
神
が
多
く
の
鬼
神
を
従
え
る
と
い
う
ｂ
の
記
述
を
合
わ
せ
る
と
、
以
下
に
引
く
『
孔
雀
王
呪
経
』
を
始
め
と
し
た
、
中
国
撰
述
擬
経
に
お
け
る
五
帝
龍
王
の
記
述
と
繋
が
る
。
⑬
伝
鳩
摩
羅
什
訳
『
孔
雀
王
呪
経
』
東
方
青
帝
大
神
龍
王
各
領w
八
万
四
千
鬼q
持w
於
東
方a
南
方
赤
帝
大
神
龍
王
各
領w
八
万
四
千
鬼q
持w
於
南
方a
西
方
白
帝
大
神
龍
王
各
領w
八
万
四
千
鬼q
持w
於
西
方a
北
方
黒
帝
大
神
龍
王
各
領w
八
万
四
千
鬼q
持w
於
北
方a
中
央
黄
帝
大
神
龍
王
各
領w
八
万
四
千
鬼q
持w
於
中
方
）
18
（
z
東
南
西
北
と
中
央
の
五
帝
龍
王
が
、
そ
れ
ぞ
れ
八
万
四
千
の
鬼
を
従
え
る
と
い
う
。
⑫
に
は
大
黄
龍
王
＝
堅
牢
地
神
が
九
億
四
千
の
鬼
神
を
眷
属
と
す
る
と
あ
り
、
数
は
異
な
る
が
類
似
の
記
述
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
⑬
で
は
、「
黄
帝
大
神
龍
王
」
は
堅
牢
地
神
と
結
び
つ
か
な
い
。
さ
ら
に
古
い
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
灌
頂
七
万
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経
』（
灌
頂
経
）
巻
第
九
「
灌
頂
召
五
方
龍
王
摂
疫
毒
神
呪
上
品
経
」
に
も
、「
中
央
黄
龍
神
王
」
が
六
十
万
億
の
小
龍
と
十
二
万
億
の
山
精
雑
魅
鬼
を
率
い
る
と
あ
る
が
、
や
は
り
堅
牢
地
神
と
は
直
接
関
連
付
け
ら
れ
な
い
。「
大
黄
龍
王
」
と
堅
牢
地
神
と
の
強
い
関
連
が
見
出
せ
る
の
は
、
日
本
・
朝
鮮
に
現
在
ま
で
伝
わ
る
、『
地
神
経
』（
地
心
経
）
と
呼
ば
れ
る
複
数
の
擬
経
類
で
あ
る
。
地
神
盲
僧
と
呼
ば
れ
る
、
琵
琶
を
携
え
た
宗
教
者
に
よ
り
読
誦
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
そ
の
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
近
代
に
九
州
の
地
神
盲
僧
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
や
、
近
世
の
朝
鮮
版
本
の
み
で
あ
る
）
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（
。
し
か
し
、
以
下
の
例
は
、
早
く
か
ら
『
地
神
経
』
が
存
在
し
、
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
⑭
『
東
山
往
来
』
地
心
経
不
用
状
抑
地
心
経
者
、
日
域
凶
人
、
為p
哢w
仏
教a
為p
求w
利
養z
自
偽
作
也
。
是
故
多
有w
和
言a
非w
三
蔵
聖
文z
有w
多
相
違z
…
…
三
者
、説
教
相
違
。
謂
ク
仏
最
上
無
等
無
過
。
而
地
心
経
云
、
仏
捧w
幣
帛a
南
无
五
帝
龍
・
卅
六
禽
・
廿
八
宿
等
云
々
。
其
余
可p
笑
事
、
不p
可p
勝p
計
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ご
ろ
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
東
山
往
狐
と
堅
牢
地
神
（53）1216
来
』
に
『
地
心
経
』
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
怪
異
が
頻
発
し
た
た
め
『
地
心
経
』
の
転
読
を
求
め
る
人
に
対
し
、
東
山
の
僧
が
『
地
心
経
』
は
「
日
域
凶
人
」
の
偽
作
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
く
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
『
地
心
経
』
の
内
容
に
限
っ
て
言
え
ば
、
先
述
し
た
現
行
の
『
地
神
経
』
諸
本
に
も
み
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。
現
行
の
も
の
が
ど
の
程
度
古
態
を
留
め
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
『
地
心
経
』
に
「
五
帝
龍
」
が
登
場
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
地
神
（
心
）
経
』
は
堅
牢
地
神
を
祀
る
べ
き
こ
と
を
説
く
経
典
で
あ
る
。『
摂
寿
経
』
の
成
立
時
期
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、『
地
神
（
心
）
経
』
と
の
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
『
摂
寿
経
』
が
『
地
神
（
心
）
経
』
と
同
じ
よ
う
な
地
神
信
仰
を
説
く
擬
経
類
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。
⑮
『
簠
簋
内
伝
』
巻
二
総
而
三
千
大
千
世
界
、
一
而
罔p
非w
盤
牛
大
王
体z
左
眼
為w
日
光a
右
目
為w
月
光a
睚
開
為w
丹
曙a
睚
閉
為w
黄
昏z
呼
而
為p
暑
、吸
而
為p
寒
、
吹p
息
為w
風
雲a
吐p
声
為w
雷
霆z
上
居
号w
大
梵
天
王a
下
座
曰w
堅
牢
地
神a
迹
不
生
名w
盤
牛
大
王a
本
不
滅
称w
大
日
如
来z
本
体
龍
形
沈w
広
量
地a
随w
四
時
風q
臥
像
既
異
。
左
流w
青
龍
川a
右
領w
白
虎
園a
前
湛w
朱
雀
池a
後
築w
玄
武
嵩z
五
方
構w
五
宮a
八
方
開w
八
閣z
等
妻w
愛
五
宮
采
女a
産w
生
五
帝
龍
王z
…
…
第
五
妻
女
号w
金
吉
女a
然
而
産w
生
黄
帝
黄
龍
王z 
領w
四
季
土
用
七
十
二
日a
妻w
愛
堅
牢
大
神q
生w
四
十
七
人
王
子
）
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z
堅
牢
地
神
と
「
大
黄
龍
王
」
の
よ
り
強
い
結
び
つ
き
が
見
え
る
資
料
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
、
安
倍
晴
明
に
仮
託
さ
れ
た
『
簠
簋
内
伝
』
で
あ
る
。
創
世
譚
に
登
場
す
る
「
盤
牛
大
王
」
が
堅
牢
地
神
で
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
本
体
が
「
龍
形
」
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
の
盤
牛
大
王
が
五
人
の
妻
と
の
間
に
成
し
た
子
が
「
五
帝
龍
王
」
で
あ
り
、
第
五
子
が
土
用
を
司
る
「
黄
帝
黄
龍
王
」
で
あ
る
。
こ
の
黄
帝
黄
龍
王
の
妻
と
な
る
の
が
「
堅
牢
大
神
」
と
さ
れ
る
）
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（
。
盤
牛
大
王
の
五
人
の
王
子
の
物
語
は
、
神
楽
の
形
で
各
地
に
存
在
す
る
が
、
そ
こ
で
は
王
子
た
ち
の
争
い
が
語
ら
れ
る
。
四
季
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
た
四
人
の
王
子
に
、
遅
れ
て
生
ま
れ
た
た
め
所
務
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
五
郎
王
子
が
戦
い
を
挑
み
、
最
終
的
に
五
郎
王
子
は
四
季
の
土
用
を
司
る
こ
と
に
な
る
）
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。
実
は
『
注
好
選
』
に
は
、
こ
う
し
た
五
郎
王
子
譚
の
原
型
と
い
う
べ
き
説
話
が
あ
る
。
巻
上
第
八
十
六
話
「
文
選
止p
諍
」
で
あ
る
）
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。
王
子
た
ち
は
「
龍
王
」
で
こ
そ
な
い
が
、
こ
の
話
の
存
在
は
、『
注
好
選
』
と
五
郎
王
子
譚
の
成
立
の
背
景
が
接
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
重
要
で
あ
る
。
⑯
『
簠
簋
内
伝
』
巻
三
土
公
四
時
変
化
也
。
爾
土
公
三
千
大
千
世
界
主
堅
牢
大
地
神
也
。
所p
謂
土
公
之
変
作
者
。
当p
季
安w
座
舎
宅q
也
。
此
故
不p
犯w
安
座
地z
将
又
龍
臥
変
化
者
、
腹
背
頭
足
之
四
威
儀
也
。
同
じ
く
『
簠
簋
内
伝
』
か
ら
、
注
目
す
べ
き
箇
所
を
掲
げ
る
。
土
公
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
土
の
神
で
あ
り
、
こ
の
神
の
許
し
を
得
ず
に
土
地
を
造
作
す
る
と
「
犯
土
」
に
あ
た
り
、
祟
り
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
建
築
を
行
う
際
に
、
土
公
の
い
る
方
角
を
避
け
た
り
、「
土
公
供
」
を
行
っ
た
り
と
い
う
対
策
が
と
1215（54）
ら
れ
た
。
土
公
は
堅
牢
地
神
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
）
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（
、
⑯
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
　
以
上
、
佚
文
を
手
掛
か
り
に
、『
摂
寿
経
』
が
ど
の
よ
う
な
経
典
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
ご
く
短
い
佚
文
か
ら
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
五
行
思
想
や
陰
陽
道
の
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
擬
経
と
考
え
ら
れ
、『
地
神
経
』
と
も
内
容
に
お
い
て
関
連
す
る
と
推
測
で
き
る
。
①
の
冒
頭
に
は
「
摂
寿
経
云
」
と
あ
り
、
こ
の
ま
ま
受
け
取
る
な
ら
ば
、
話
の
全
体
が
『
摂
寿
経
』
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
現
状
で
は
確
認
が
で
き
な
い
。
四
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
・
吉
祥
天
　
①
で
は
、
狐
は
釈
迦
仏
の
世
に
菩
薩
と
な
り
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
の
二
つ
の
名
を
得
る
と
の
記
を
受
け
る
。
つ
ま
り
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
が
同
体
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
同
体
説
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
を
説
く
主
な
経
典
と
し
て
は
、
ま
ず
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』・
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
は
四
天
王
や
吉
祥
天
と
並
ん
で
護
法
神
と
し
て
登
場
す
る
が
、
そ
の
中
で
二
者
が
特
別
に
強
い
結
び
つ
き
を
示
す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
同
体
説
は
何
に
拠
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
　
堅
牢
地
神
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
資
料
に
、『
堅
牢
地
天
儀
軌
』
が
あ
る
。
⑰
『
堅
牢
地
天
儀
軌
』
爾
時
堅
牢
地
天
及
大
功
徳
天
、
倶
共
従p
座
而
起
白p
仏
言
、
世
尊
、
若
有w
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
童
男
・
童
女
等q
常
摂w
五
根q
繋
念
至p
心
、
我
地
天
及
功
徳
天
、
礼
拝
恭
敬
供
養
及
念w
誦
我
真
言q
者
、
我
恒
常
出w
地
味q
資w
潤
彼
人a
令e
其
身
中
増w
益
寿
命z
是
地
精
気
充
溢
、
行
者
身
中
得w
色
力a
得p
念
得p
喜
得w
精
進a
得w
大
智
慧q
得w
弁
財a
得w
三
明
六
通z
人
天
愛
敬
得w
無
比
無
尽
大
福
徳z
譬
如w
輪
王
聖
主
福
徳z
成
立
年
代
・
撰
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
覚
禅
鈔
』
は
じ
め
多
く
の
資
料
に
引
用
さ
れ
る
。
富
貴
や
福
を
得
る
た
め
の
堅
牢
地
天
法
お
よ
び
真
言
を
説
く
儀
軌
で
、
そ
の
前
半
で
は
、
常
に
堅
牢
地
天
と
大
功
徳
天
と
が
共
に
語
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
大
功
徳
天
と
は
、
吉
祥
天
の
『
金
光
明
経
』
に
お
け
る
呼
称
で
あ
る
。
吉
祥
天
も
ま
た
『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
お
い
て
、
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
と
同
様
に
護
法
神
と
し
て
説
か
れ
る
女
天
で
あ
る
。『
覚
禅
抄
』
地
天
法
「
地
天
功
徳
天
同
一
事
」
は
、
こ
の
儀
軌
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、
そ
の
典
拠
と
す
る
。
つ
ま
り
、〈
堅
牢
地
神
＝
功
徳
天
（
吉
祥
天
）〉
の
同
体
説
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
⑱
『
覚
禅
抄
』
吉
祥
天
「
所
現
身
事
」
或
抄
云
、
吉
祥
天
現w
三
種
之
身z
為w
上
根q
現w
大
弁
才
天
女
形a
為w
中
根q
現w
大
吉
祥
天
女
形a
為w
下
根q
現w
功
徳
天
女z
今
吉
祥
女
・
福
分
天
女
・
又
願
娑
﹇
婆
﹈
女
、
云
々
。
同
じ
く
『
覚
禅
抄
』
に
は
、
弁
才
天
と
吉
祥
天
（
功
徳
天
）
の
同
体
説
が
見
え
狐
と
堅
牢
地
神
（55）1214
る
。
弁
才
天
は
、
吉
祥
天
の
示
す
三
種
の
姿
の
一
つ
だ
と
い
う
。
ま
た
功
徳
天
も
三
種
の
一
つ
と
し
て
、
吉
祥
天
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
〈
弁
才
天
＝
吉
祥
天
＝
功
徳
天
〉
の
説
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
功
徳
天
は
大
弁
功
徳
天
と
も
呼
ば
れ
、
伝
善
無
畏
訳
『
千
手
観
音
造
次
第
法
儀
軌
』
等
に
基
づ
き
、
千
手
観
音
の
眷
属
で
あ
る
二
十
八
部
衆
の
一
つ
と
し
て
造
像
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
名
称
に
よ
る
た
め
か
、
弁
才
天
と
の
混
同
が
見
ら
れ
る
。
⑲
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
竹
生
島
詣
夫
大
弁
功
徳
天
は
往
古
の
如
来
、
法
身
の
大
士
な
り
。
弁
才
・
妙
音
二
天
の
名
は
、
各
別
な
り
と
い
へ
ど
も
、
本
地
一
体
に
し
て
衆
生
を
済
度
し
給
ふ
。
一
度
参
詣
の
輩
は
、
所
願
成
就
円
満
す
と
承
る
。
た
の
も
し
う
こ
そ
候
へ
。
こ
こ
で
は
竹
生
島
の
神
即
ち
弁
才
天
に
対
し
、
大
弁
功
徳
天
の
名
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
功
徳
天
・
弁
才
天
の
混
同
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
　
以
上
を
も
と
に
、
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
同
体
説
の
成
立
過
程
を
考
え
て
み
た
い
。
堅
牢
地
神
と
功
徳
天
と
が
一
組
で
説
か
れ
る
⑰
『
堅
牢
地
天
儀
軌
』
を
典
拠
に
、『
覚
禅
抄
』「
地
天
功
徳
天
同
一
事
」
に
見
え
る
、
堅
牢
地
神
・
功
徳
天
（
吉
祥
天
）
の
同
体
説
が
生
じ
て
い
た
。『
覚
禅
抄
』
に
は
、
弁
才
天
・
吉
祥
天
・
功
徳
天
の
三
位
一
体
説
（
⑱
）
も
確
認
で
き
る
。
弁
才
天
＝
功
徳
天
（
吉
祥
天
）
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
⑲
の
よ
う
な
（
大
弁
）
功
徳
天
と
弁
才
天
と
の
混
同
も
、
同
体
説
を
補
強
す
る
。
堅
牢
地
神
＝
功
徳
天
と
、
弁
才
天
＝
功
徳
天
と
が
も
し
同
時
に
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
堅
牢
地
神
＝
弁
才
天
と
い
う
同
体
説
も
生
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
⑳
『
阿
娑
縛
抄
』
地
天
或
云
、
恵
淵
阿
闍
梨
、
智
泉
房
初
謁
之
時
、
問
云
、
地
天
法
者
何
事
修p
之
乎
。
智
泉
房
答
云
。
為w
国
土
豊
饒
又
犯
土q
修p
之
。
豊
饒
祈
加w
念
吉
祥
天z
犯
土
之
時
加w
念
弁
才
天q
云
々
。
な
お
、
同
体
説
と
は
異
な
る
が
、
修
法
に
お
け
る
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
・
吉
祥
天
の
密
接
な
繋
が
り
を
示
す
例
が
⑳
で
あ
る
。
地
天
法
を
行
う
際
、
そ
の
目
的
に
合
わ
せ
、
吉
祥
天
あ
る
い
は
弁
才
天
が
加
え
ら
れ
る
。
国
土
の
豊
饒
の
た
め
に
は
吉
祥
天
を
、
土
地
を
造
作
す
る
際
の
祟
り
を
免
れ
る
た
め
に
は
弁
才
天
を
修
法
に
加
え
る
と
い
う
。
　
こ
こ
ま
で
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
は
、
共
に
『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
拠
り
信
仰
さ
れ
た
こ
と
と
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
の
同
体
説
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
で
は
、
堅
牢
地
神
＝
弁
才
天
は
、
狐
の
話
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
、
①
に
お
け
る
狐
の
発
心
の
場
面
に
注
目
し
た
い
。
①
に
は
「
昔
薩
埵
王
子
、
身
施p
虎
成
道
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
捨
身
品
」
に
見
え
る
〈
捨
身
飼
虎
〉
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
釈
迦
の
前
生
で
あ
る
薩
埵
王
子
が
、
子
連
れ
の
飢
え
た
虎
を
憐
れ
み
、
自
分
の
身
を
施
す
と
い
う
も
の
で
、
法
隆
寺
の
玉
虫
厨
子
に
描
か
れ
た
絵
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
。『
未
曾
有
因
縁
経
』
に
は
、
獅
子
か
ら
逃
げ
て
穴
に
落
ち
た
野
干
が
、
こ
こ
で
空
し
く
命
を
終
え
る
く
ら
い
な
ら
、
我
が
身
を
惜
し
ま
ず
獅
子
に
食
わ
れ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と
悔
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
①
は
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
さ
ら
に
〈
捨
身
飼
虎
〉
故
事
を
引
き
合
い
に
出
す
。〈
捨
身
飼
虎
〉
1213（56）
故
事
が
、『
未
曾
有
因
縁
経
』
同
様
、
身
を
施
す
話
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
対
象
が
『
未
曾
有
因
縁
経
』
と
異
な
り
、
虎
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
第
二
節
で
、『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
獅
子
と
野
干
の
話
が
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
に
合
わ
せ
て
狐
と
虎
の
話
と
し
て
語
り
直
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
身
を
虎
に
施
す
〈
捨
身
飼
虎
〉
故
事
の
挿
入
に
よ
り
、
虎
の
話
と
し
て
の
要
素
が
補
強
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
狐
の
将
来
の
姿
で
あ
る
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
は
、『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
拠
り
信
仰
さ
れ
た
天
部
で
あ
る
。
同
じ
出
典
を
持
つ
〈
捨
身
飼
虎
〉
故
事
は
、
こ
の
場
面
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
格
好
の
素
材
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
五
、
八
臂
の
堅
牢
地
神
　
最
後
に
、『
摂
寿
経
』
に
説
か
れ
る
、
八
臂
の
堅
牢
地
神
の
説
は
何
に
拠
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。
堅
牢
地
神
は
通
例
、
宝
瓶
や
華
を
持
っ
た
女
天
の
姿
、
ま
た
は
兜
跋
毘
沙
門
天
像
の
足
元
に
お
い
て
大
地
よ
り
上
半
身
を
湧
出
す
る
姿
な
ど
で
描
か
れ
る
。
ま
た
、
⑰
『
堅
牢
地
天
儀
軌
』
の
末
尾
に
は
、
男
天
・
女
天
の
一
対
と
し
て
描
く
よ
う
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
堅
牢
地
神
の
姿
に
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
が
、
八
臂
の
堅
牢
地
神
は
管
見
の
限
り
、
経
典
・
儀
軌
類
に
確
認
で
き
な
い
。
　
三
節
で
挙
げ
た
⑫
の
『
摂
寿
経
』
佚
文
に
は
、「
此
菩
薩
体
高
千
丈
、
以w
九
億
四
千
鬼
神q
為w
眷
属z
此
菩
薩
、
以w
八
手q
随w
一
切
衆
生
願q
与w
福
徳q
」
と
あ
る
。
高
さ
が
千
丈
で
、
八
臂
を
持
ち
、
九
億
四
千
の
鬼
神
を
従
え
る
と
い
う
①
の
記
述
は
、
典
拠
と
さ
れ
た
『
摂
寿
経
』
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
摂
寿
経
』
佚
文
に
は
、
八
つ
の
手
の
持
物
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
①
が
参
照
し
た
原
資
料
に
は
持
物
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
、
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
八
臂
堅
牢
地
神
と
類
似
し
た
姿
を
持
つ
四
臂
の
堅
牢
地
神
は
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
別
稿
）
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（
で
は
こ
の
四
臂
堅
牢
地
神
像
の
成
立
背
景
を
考
察
し
た
が
、
今
一
度
資
料
を
提
示
す
る
。
　
寛
信
『
伝
受
集
』
第
三
は
、
大
谷
阿
闍
梨
と
呼
ば
れ
た
醍
醐
寺
の
覚
俊
の
説
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
地
神
」
条
は
、
弁
才
天
に
似
た
天
女
の
姿
で
四
臂
に
そ
れ
ぞ
れ
鎌
・
斧
・
鋤
・
鍬
を
持
っ
た
女
天
の
図
像
を
掲
げ
る
（
図
１
）。
持
物
は
、
①
が
記
す
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
図
が
覚
俊
の
伝
な
ら
ば
、
四
臂
で
農
具
を
持
つ
堅
牢
地
神
像
は
、
一
一
世
紀
末
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
覚
禅
抄
』
地
天
法
は
こ
れ
を
引
用
し
、
同
様
の
四
臂
の
堅
牢
地
神
の
図
（
図
２
）
を
掲
げ
、「
伝
受
集
三
説
﹇
大
谷
伝
。
実
厳
律
師
用p
之
﹈
私
云
、
弁
才
天
像
全
同p
之
。
可p
尋w
説
所q
」
と
記
す
。
実
厳
は
安
祥
寺
流
の
祖
で
あ
る
宗
意
の
付
法
で
、
筑
前
律
師
と
呼
ば
れ
た
）
26
（
。
　
『
白
宝
抄
』『
白
宝
口
抄
』
に
も
、
図
１
・
図
２
と
同
じ
よ
う
な
堅
牢
地
神
像
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
㉑
『
白
宝
抄
』
地
天
法
雑
集
又
像
、
地
神
四
臂
具
足
。
右
第
一
鋤
、
同
第
二
鎌
、
左
第
一
鍬
、
同
第
二
鉞
。
立w
草
座
上q
﹇
伝
受
集
第
三
有w
此
形
像z
已
上
覚
抄
云
、
大
谷
伝
、
霊
厳
律
師
用p
之
云
々
﹈。
狐
と
堅
牢
地
神
（57）1212
㉒
『
白
宝
口
抄
』
地
天
法
伝
受
集
第
三
云
、
地
神
四
臂
具
足
。
右
第
一
鋤
、
同
第
二
鋂
、
左
第
一
鍬
、
同
第
二
鉞
。
立w
草
座
上q
云
々
。
…
私
云
、
弁
才
天
像
全
同p
之
。
可p
尋w
説
所z
是
像
大
谷
伝
也
。
宝
厳
律
師
用p
之
云
々
。
ま
た
、
天
台
宗
の
『
阿
娑
縛
抄
』
に
も
、
同
様
の
四
臂
堅
牢
地
神
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
㉓
『
阿
娑
縛
抄
』
地
天
用
心
草
云
、
或
図
云
、
二
手
当p
心
捧w
鉢
盛o
花
。
或
図
云
、
四
臂
也
。
右
上
手
持p
鎌
、
左
手
持p
斧
、
右
下
手
持p
鋤
、
左
下
手
持p
鍬
。
天
女
形
。
有w
花
鬘
草
履
等
荘
厳q
云
々
。
『
用
心
草
』
に
つ
い
て
は
、『
阿
娑
縛
三
国
明
匠
略
記
』
に
、「
用
草　
延
快
。
号w
台
上
房z
用
心
草
者
文
名
也
。
彼
所
作
也
。」
と
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
四
臂
で
農
具
類
を
持
っ
た
地
天
像
は
、
真
言
宗
の
口
伝
・
図
像
を
中
心
に
確
認
で
き
る
が
、
や
は
り
八
臂
の
像
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
八
臂
と
す
る
『
摂
寿
経
』
の
説
は
、
何
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
前
説
で
検
討
し
た
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
と
の
同
体
説
を
、
具
体
的
な
像
と
し
て
説
く
に
あ
た
り
、
四
臂
の
堅
牢
地
神
と
八
臂
の
弁
才
天
と
が
習
合
し
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
は
、
弁
才
天
の
姿
が
「
常
以w
八
臂q
自
荘
厳
、
各
持w
弓
・
箭
・
刀
・
矟
・
斧
、
長
杵
・
鉄
輪
并
羂
索q
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
八
臂
弁
才
天
が
持
つ
武
器
類
を
、
四
臂
の
堅
牢
地
神
が
持
つ
農
具
類
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
弁
才
天
で
も
あ
る
堅
牢
地
神
の
像
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
描
か
れ
た
四
臂
堅
牢
地
神
の
姿
は
、
臂
の
数
と
持
物
を
除
け
ば
弁
才
天
像
と
近
似
し
て
お
り
、
先
に
掲
げ
た
『
覚
禅
抄
』
地
天
法
で
も
「
弁
才
天
像
全
同p
之
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
①
の
八
臂
堅
牢
地
神
は
、
四
臂
堅
牢
地
神
像
に
は
な
い
鎰
を
持
つ
）
27
（
。
こ
こ
か
ら
も
、
弁
才
天
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
。
日
本
で
中
世
以
後
信
仰
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
宇
賀
弁
才
天
の
像
に
は
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
八
臂
弁
才
天
が
持
た
な
い
鎰
を
図１　『伝授集』第三
（大正新脩大蔵経）
図２　『覚禅抄』地天法
（大正新脩大蔵経図像部）
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持
っ
た
も
の
が
多
い
。
宇
賀
弁
才
天
は
稲
荷
神
等
と
も
関
連
付
け
ら
れ
、
穀
物
神
・
福
神
と
さ
れ
た
た
め
、
穀
物
や
財
宝
を
収
め
る
蔵
の
鎰
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
摂
寿
経
』
あ
る
い
は
①
に
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
古
い
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
る
い
は
単
に
堅
牢
地
神
の
、
五
穀
の
恵
み
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
の
性
質
に
由
来
し
た
可
能
性
も
考
え
う
る
。
六
、
む
す
び
　
小
稿
で
は
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
を
起
点
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
の
受
容
と
、
そ
こ
に
結
び
付
け
ら
れ
た
堅
牢
地
神
信
仰
に
つ
い
て
論
じ
た
。
　
『
戦
国
策
』
に
由
来
す
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
は
、
早
く
は
『
日
本
霊
異
記
』
『
小
右
記
』
な
ど
に
受
容
が
確
認
で
き
る
。『
未
曾
有
因
縁
経
』
の
野
干
と
獅
子
の
話
は
、『
経
律
異
相
』『
法
苑
珠
林
』『
諸
経
要
集
』
な
ど
に
引
か
れ
、
日
本
で
も
『
金
言
類
聚
抄
』『
沙
石
集
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
故
事
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
話
は
、
擬
経
『
摂
寿
経
』
に
お
い
て
結
び
つ
き
、
新
た
な
物
語
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
摂
寿
経
』
の
全
体
像
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
が
、
堅
牢
地
神
と
黄
帝
黄
龍
王
の
関
連
を
説
く
内
容
か
ら
は
、
同
じ
く
堅
牢
地
神
信
仰
を
説
く
『
地
神
経
』
等
と
の
関
連
が
窺
え
よ
う
。
　
次
に
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
と
の
同
体
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
。『
堅
牢
地
天
儀
軌
』
や
そ
れ
を
引
く
日
本
の
資
料
か
ら
、
堅
牢
地
神
と
功
徳
天
、
弁
才
天
と
功
徳
天
の
同
体
説
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
の
同
体
説
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
狐
の
発
心
の
場
面
に
引
用
さ
れ
た
『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
〈
捨
身
飼
虎
〉
故
事
が
、
虎
の
話
と
し
て
の
要
素
を
強
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
最
後
に
、
説
か
れ
た
堅
牢
地
神
の
姿
と
持
物
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
を
考
察
し
た
。
八
臂
で
農
具
を
持
つ
堅
牢
地
神
（
弁
才
天
で
も
あ
る
）
は
、『
覚
禅
抄
』
な
ど
に
見
え
る
四
臂
の
堅
牢
地
神
と
像
容
・
持
物
が
近
い
が
、
鎰
を
持
つ
な
ど
異
な
る
点
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
摂
寿
経
』
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
四
臂
堅
牢
地
神
と
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
等
に
説
か
れ
る
八
臂
の
弁
才
天
像
と
が
合
成
さ
れ
、
弁
才
天
で
も
あ
る
堅
牢
地
神
の
姿
と
し
て
説
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
故
事
に
由
来
す
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
は
、
日
本
に
お
い
て
、
野
干
＝
狐
と
い
う
縁
に
よ
っ
て
『
未
曾
有
因
縁
経
』
と
結
び
付
き
、
さ
ら
に
『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
説
か
れ
る
堅
牢
地
神
・
弁
才
天
の
信
仰
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
仏
教
説
話
と
し
て
語
り
直
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
【
使
用
テ
キ
ス
ト
】
『
戦
国
策
』
＝
新
釈
漢
文
大
系
。『
宋
書
』
＝
中
華
書
局
。『
庾
子
山
集
』
＝
四
部
叢
刊
。『
諸
経
要
集
』『
金
剛
経
纂
要
刊
定
記
』『
未
曾
有
因
縁
経
』『
経
律
異
相
』『
摩
訶
止
観
』『
正
法
眼
蔵
』『
梵
網
戒
本
日
珠
鈔
』『
孔
雀
王
呪
経
』『
灌
頂
七
万
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経
』『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』『
堅
牢
地
天
儀
軌
』『
千
手
観
音
造
次
第
法
儀
軌
』『
伝
受
集
』
＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
。『
日
本
霊
異
記
』『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』『
平
家
物
語
』
＝
新
日
狐
と
堅
牢
地
神
（59）1210
本
文
学
大
系
。『
沙
石
集
』
＝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
。『
小
右
記
』
＝
大
日
本
古
記
録
。
『
東
山
往
来
』『
阿
娑
縛
三
国
明
匠
略
記
』
＝
続
群
書
類
従
。『
白
宝
抄
』『
白
宝
口
抄
』『
覚
禅
抄
』『
阿
娑
縛
抄
』
＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
。『
金
言
類
聚
抄
』
＝
真
福
寺
善
本
叢
刊
。
『
簠
簋
内
伝
』
＝
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
増
補
版
。
【
注
】
（
１
）　
「
虎
の
威
を
借
る
狐
」
と
い
う
成
語
で
知
ら
れ
る
。『
今
昔
』
で
は
「
仮
」
を
「
借
」
と
す
る
が
、
小
稿
で
は
『
注
好
選
』
に
従
い
、
こ
の
内
容
の
故
事
を
〈
狐
仮
虎
威
〉
と
統
一
し
て
表
記
す
る
。
（
２
）　
芳
賀
矢
一
『
攷
証
今
昔
物
語
集
』
上
巻
、
冨
山
房
、
一
九
一
三
・
三
。
（
３
）　
南
方
熊
楠
「
十
二
支
考
：
虎
に
関
す
る
史
話
と
伝
説
民
俗
」、『
太
陽
』
第
二
〇
巻
一
・
五
・
九
号
、
一
九
一
四
・
一
〜
七
↓
『
民
俗
学
』
第
三
巻
一
〇
号
、
一
九
三
〇
・
一
〇
↓
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
・
一
。
（
４
）　
今
野
達
「
東
寺
観
智
院
本
「
注
好
選
」
管
見
│
今
昔
研
究
の
視
角
か
ら
」、『
国
語
国
文
』
第
五
二
巻
二
号
、一
九
八
三
・
二
、宮
田
尚
「
今
昔
物
語
集
と
注
好
選
・
再
考
」、『
日
本
文
学
研
究
』
第
一
九
号
、
一
九
八
三
・
十
一
、
原
田
信
之
「
今
昔
物
語
集
」
天
竺
部
の
構
成
│
同
文
的
同
語
を
て
が
か
り
と
し
て
」、『
論
究
日
本
文
学
』
第
五
一
号
、
一
九
八
八
・
五
。
（
５
）　
田
中
亜
美
「
四
臂
堅
牢
地
神
の
形
成
と
『
摂
寿
経
』」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
□
号
、
二
〇
二
〇
・
一
二
（
予
定
）。
（
６
）　
今
野
は
、
①
が
『
摂
寿
経
』
を
典
拠
と
明
記
す
る
こ
と
、
ま
た
「
今
昔
」
が
①
を
骨
子
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
両
者
が
直
接
関
係
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
昔
は
注
好
選
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
そ
の
逆
は
考
え
が
た
い
」
と
す
る
。
宮
田
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
が
固
有
名
詞
を
削
除
し
た
の
で
は
な
く
、
典
拠
に
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
原
田
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
で
は
編
者
が
意
図
的
に
過
去
の
年
代
説
明
を
欠
落
さ
せ
て
お
り
、
本
話
で
『
注
好
選
』
に
あ
る
固
有
名
詞
が
『
今
昔
物
語
集
』
で
欠
落
す
る
の
も
、『
注
好
選
』
↓
『
今
昔
物
語
集
』
の
関
係
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
以
上
、
前
掲
注（
４
）
。
（
７
）　
『
今
昔
』
が
付
す
教
訓
に
つ
い
て
原
田
信
之
は
、
こ
れ
を
「
世
俗
的
な
結
語
」
と
し
、
巻
五
を
「
世
俗
部
」
の
巻
と
す
る
編
者
の
意
図
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
同
前
）。
（
８
）　
『
晏
子
春
秋
』
内
篇
・
問
篇
に
よ
る
故
事
。
社
に
棲
み
つ
く
鼠
は
、
こ
れ
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
と
社
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
た
め
退
治
で
き
な
い
。
（
９
）　
唐
・
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
慢
人
軽
法
戒
第
二
十
二
の
「
王
身
為w
羅
刹
之
床a
天
衣
作w
野
干
之
坐q
」
へ
の
注
釈
と
し
て
『
未
曾
有
因
縁
経
』
を
引
く
。
（
10
）　
『
沙
石
集
』
は
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
。
（
11
）　
①
で
は
国
と
山
の
名
が
異
な
り
、『
未
曾
有
因
縁
経
』
に
は
な
い
時
代
と
狐
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
芳
賀
は
も
う
一
つ
の
類
話
と
し
て
、
『
十
誦
律
』
巻
三
十
六
・
雑
誦
・
調
達
事
上
の
説
話
を
引
く
『
経
律
異
相
』
巻
四
十
七
・
雑
獣
畜
生
部
上
・
師
子
「
師
子
王
堕p
井
為w
野
干
所o
救
」
を
挙
げ
る
。
老
い
て
衰
え
た
獅
子
の
王
が
穴
に
落
ち
、
率
い
て
い
た
獅
子
た
ち
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
、
野
干
の
知
恵
に
よ
り
救
わ
れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
一
般
に
狡
猾
で
獅
子
に
怯
え
る
存
在
と
捉
え
ら
れ
る
野
干
が
、
逆
に
知
恵
を
も
っ
て
獅
子
を
救
う
と
い
う
意
外
性
か
ら
、
前
述
の
『
未
曾
有
因
縁
経
』
と
通
ず
る
点
が
指
摘
で
き
る
が
、
本
話
と
直
接
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
（
12
）　
具
体
的
に
は
、
狐
が
象
徴
す
る
ダ
キ
ニ
天
及
び
稲
荷
神
の
本
地
が
文
殊
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。（
有
賀
夏
紀
「『
神
道
集
』
巻
三
「
稲
荷
大
明
神
事
」
に
お
け
る
表
現
を
め
ぐ
っ
て
│
ダ
キ
ニ
天
信
仰
の
受
容
を
中
心
に
│
」、『
人
文
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
五
・
三
）。
ま
た
、『
白
宝
抄
』「
地
天
法
雑
集
」
に
「
宝
遺
経
云
、
堅
牢
地
神
者
文
殊
化
也
﹇
文
﹈」
と
あ
る
が
、『
宝
遺
経
』
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
（
13
）　
「『
注
好
選
』
巻
下
第
三
十
三
話
と
『
摂
寿
経
』
に
お
け
る
ダ
キ
ニ
天
信
仰
」（
仮
題
）
と
し
て
、
ダ
キ
ニ
天
信
仰
の
観
点
か
ら
①
『
注
好
選
』
お
よ
び
『
摂
寿
経
』
の
内
容
を
考
察
し
た
い
。
（
14
）　
偽
経
・
疑
経
・
疑
偽
経
・
疑
偽
経
典
な
ど
の
表
記
が
行
わ
れ
る
が
、
小
峯
和
明
は
、
経
典
に
擬
す
る
と
い
う
意
味
で
「
擬
経
」
と
表
記
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
既
に
石
井
公
成
が
こ
れ
に
応
じ
「
擬
経
」
の
表
記
を
採
っ
て
い
る
。
小
稿
で
も
こ
れ
に
倣
い
、「
擬
経
」
表
記
を
用
い
る
。
小
峯
和
明
「
序
│
「
中
国
仏
教
と
説
話
文
学
」
の
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沃
野
へ
」、
石
井
公
成
「
仏
教
説
話
と
し
て
の
擬
経
」（
と
も
に
、
説
話
文
学
会
編
『
説
話
文
学
研
究
の
最
前
線
：
説
話
文
学
会
五
五
周
年
記
念
・
北
京
特
別
大
会
の
記
録
』、
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
・
九
）。
（
15
）　
馬
淵
和
夫
・
小
泉
弘
・
今
野
達
校
注
『
三
宝
絵
・
注
好
選
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
一
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
九
。
（
16
）　
前
掲
注（
５
）。
（
17
）　
『
白
宝
抄
』
で
は
ｂ
の
「
地
徳
狐
」
が
「
地
徳
執
」、「
堅
牢
地
神
」
が
「
堅
牢
地
菩
薩
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
の
『
摂
寿
経
』
に
「
地
徳
狐
」
と
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、『
白
宝
抄
』
の
底
本
で
あ
る
叡
山
本
・
醍
醐
寺
本
は
未
見
で
あ
り
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。
（
18
）　
奥
村
泰
全
は
、
こ
の
箇
所
を
含
む
『
孔
雀
王
呪
経
』
の
前
半
を
『
安
宅
神
呪
経
』
に
拠
る
も
の
と
す
る
（
奥
村
泰
全
「
孔
雀
王
呪
経
の
偽
作
部
分
に
つ
い
て
」、『
密
教
学
会
報
』
第
九
・
一
〇
号
、
一
九
七
一
・
三
）。
（
19
）　
五
来
重
編
『
民
間
芸
能
』（
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
七
巻
）
三
一
書
房
、
一
九
七
二
・
一
一
、
石
井
公
成
「
盲
僧
の
読
誦
経
典
の
源
流
│
江
田
文
庫
本
『
仏
説
地
心
陀
羅
尼
経
』
訳
注
（
上
）」、『
駒
沢
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
一
八
号
、
二
〇
一
五
・
一
。
『
金
光
明
経
最
勝
王
経
』
堅
牢
地
神
品
も
『
地
神
経
』
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
仏
説
地
神
経
』『
仏
説
地
神
大
陀
羅
尼
経
』
等
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
対
象
と
す
る
。
（
20
）　
中
村
璋
八
「
簠
簋
内
伝
」
本
文
と
そ
の
校
訂
」、『
駒
澤
大
学
外
国
語
部
研
究
紀
要
』
第
一
一
巻
一
号
、
一
九
八
二
・
三　
↓
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
・
二
↓
二
〇
〇
〇
・
一
増
補
版
。
（
21
）　
も
し
こ
の
「
堅
牢
大
神
」
も
堅
牢
地
神
を
指
す
な
ら
ば
、
黄
帝
黄
龍
王
の
父
で
あ
る
盤
牛
大
王
と
、
妻
で
あ
る
堅
牢
大
神
が
ど
ち
ら
も
堅
牢
地
神
ま
た
は
そ
の
変
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
22
）　
岩
田
勝
『
神
楽
源
流
考
』
名
著
出
版
、
一
九
八
三
・
一
二
。
な
お
、
こ
う
し
た
五
郎
王
子
の
争
い
に
つ
い
て
は
『
簠
簋
内
伝
』
の
慶
長
一
七
年
古
活
字
本
を
始
め
と
す
る
異
本
に
も
見
え
る
。
こ
こ
で
は
五
郎
王
子
即
ち
黄
帝
黄
龍
王
は
女
子
（
天
門
玉
女
妃
）
と
し
て
生
ま
れ
、
堅
牢
大
地
神
応
と
結
婚
し
四
十
八
人
の
子
を
成
す
も
、
所
領
が
な
い
た
め
に
女
子
の
相
を
男
子
の
相
に
変
じ
て
兄
た
ち
と
戦
う
。
そ
し
て
文
選
博
士
の
仲
裁
に
よ
り
土
用
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
山
本
ひ
ろ
子
『
大
荒
神
頌
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
・
一
〇
、
同
「〈
五
色
〉
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
：
大
元
神
楽
「
五
龍
王
」
の
世
界
」、『
武
蔵
野
美
術
』
第
九
六
号
、
一
九
九
五
・
四
、
同
「
神
話
と
歴
史
の
間
で
」、『
神
話
と
歴
史
の
間
で
』（
歴
史
を
問
う　
一
）、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
・
三
。
（
23
）　
舎
衛
国
の
「
都
夫
王
」
の
末
子
で
あ
る
五
郎
王
子
が
四
人
の
兄
と
争
い
、「
文
選
博
士
」
の
仲
裁
に
よ
っ
て
土
用
を
治
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
24
）　
張
麗
山
「
日
本
古
代
に
お
け
る
呪
術
的
宗
教
文
化
受
容
の
一
考
察
│
土
公
信
仰
を
手
が
か
り
と
し
て
│
」、『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
三
・
三
、
三
谷
芳
幸
『
大
地
の
古
代
史
：
土
地
の
生
命
力
を
信
じ
た
人
び
と
』（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
四
九
三
）、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
・
二
。
（
25
）　
前
掲
注（
５
）参
照
。
（
26
）　
岡
田
三
津
子
「『
平
家
物
語
』
の
虚
構
：
安
祥
寺
実
厳
平
氏
調
伏
を
め
ぐ
っ
て
」、『
文
学
史
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
八
四
・
一
二
。
（
27
）　
『
摂
寿
経
』
に
堅
牢
地
神
の
持
物
が
記
さ
れ
て
い
た
か
は
、「
八
手
」
と
し
か
記
さ
な
い
佚
文
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
時
代
や
地
名
に
関
し
て
述
べ
た
の
と
同
様
に
、
も
と
の
『
摂
寿
経
』
に
は
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
【
附
記
】　
小
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
五
日
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
て
開
催
さ
れ
た
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
一
四
六
回
例
会
（
東
部
）
に
お
い
て
、「
狐
と
堅
牢
地
神
と
弁
才
天
│
『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
狐
仮
虎
威
」
説
話
の
考
察
│
」
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
を
、
大
幅
に
修
正
し
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
